
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1955（平成
へいせい

7年
ねん

）1月
がつ

17日
にち

に、阪神
はんしん

淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

が発生
はっせい

しました。寒
さむ

さが厳
きび

しい中
なか

、被災
ひ さ い

した多
おお

くの人
ひと

たちを支
ささ

えたのは、ボランティアによって届
とど

けられた炊
た

き出
だ

しの「おむすび」です。震
しん

災
さい

発
はっ

生
せい

から５年
ねん

が過
す

ぎた2000年
ねん

、兵庫県
ひょうごけん

が事務局
じむきょく

を務
つと

める「「ごはんを食
た

べよう国
こく

民
みん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」は、食 料
しょくりょう

の重 要 性
じゅうようせい

や、ボラ

ンティアの善意
ぜんい

を忘
わす

れないために、この日
ひ

を「「おむすびの日
ひ

」と定
さだ

めました。阪神
はんしん

「 淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

の発生
はっせい

から

今年
ことし

で 30年
ねん

となります。昨
さく

年
ねん

元
がん

日
じつ

に発
はっ

生
せい

した令
れい

和
わ

6年
ねん

能
の

登
と

半島
はんとう

地震
じしん

が記憶
きおく

に 新
あたら

しいですが、この 30年
ねん

の 間
あいだ

にも各
かく

地
ち

で大
おお

きな災
さい

害
がい

が頻
ひん

発
ぱつ

しています。災害
さいがい

発生
はっせい

直後
ちょくご

は支援
しえん

が届
とど

かないということを前
ぜん

提
てい

に一人
ひとり

ひとりが自
じ

分
ぶん

の 命
いのち

は自
じ

分
ぶん

で守
まも

ることを意
い

識
しき

し、普
ふ

段
だん

から備
そな

えをしっかりしておくことが大
たい

切
せつ

です。 

 

※2018「（平成
へいせい

30）年
ねん

8月
がつ

31日
にち

に同 協
どうきょう

議会
ぎかい

は解散
かいさん

し、この取
と

り組
く

みは、公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

米穀
べいこく

安定
あんてい

供 給
きょうきゅう

確保
かくほ

支援
しえん

機構
きこう

へ引
ひ

き継
つ

がれて

います。 

 

 

カセットコンロとボンベが 

あれば、温
あたた

かい料
りょう

理
り

を食
た

べる 

ことができます。 

水
みず

は調理用
ちょうりよう

も含
ふく

めて 

1人
り

1日
にち

３リットル 

必要
ひつよう

とされています。 

1 月 給食だより 
令和７年１月 

コミュニティ・スクール  

上尾市立上尾小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


